
                             令和８年４月 27 日 

 

森町長 太田 康雄 様 

 

                            森町総合計画審議会 

                            会長 小泉 祐一郎 

 

第 10次森町総合計画「基本構想」について(答申) 

 

 令和８年２月５日付け森政第 60 号によって諮問のあった、第 10 次森町総合計画「基本

構想」について、本審議会での審議結果を別添のとおりまとめましたので、下記の意見を

付して答申します。 

 

記 

 

 １ 社会情勢の急速な変化に対応し、まちづくりの基本理念である「人・地域・時」の

つながりを土台として、目指す将来像「つながりと愛着を持ち 共に創る森町」の実

現に向け、施策を着実に推進していくこと。 

 

 ２ 「ウェルビーイング（幸福度）」の考え方を町政運営に取り入れ、人口減少が進む中

にあっても、町民一人ひとりが幸せを実感できる活力あるまちの創造に取り組んでい

くこと。 

 

 ３ 計画の推進に当たっては、町民や多様な主体と共に取り組む「共創」に加え、自治

体間で連携する「広域連携」や町の変革を進める「ｄＸ」の視点を大切に、施策の効

果・効率の一層の向上に努めること。 

   

 



 

 

 

 

第 10次森町総合計画 

（案） 
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序 論 

第1章 計画策定にあたって 

（１） 策定の目的 
 

本町は、平成29（2017）年に令和７（２０２５）年度を目標年次とする第９次森町総

合計画において、「住む人も訪れる人も『心和らぐ森町』」を将来像に掲げ、その実現

に向けてまちづくりを進めてきました。 

この間、我が国の社会状況は、人口減少や人口構造の変化、人々のライフスタイル

や価値観の多様化、デジタル技術の進展など大きく変化しています。特に地方におい

ては、少子高齢化や産業の衰退、担い手不足など、多岐にわたる課題が相互に絡み

合いながら進行し、これらの状況への対応が求められています。こうした状況におい

て、「地方創生２．０基本構想」が示しているように、人口減少が進む中にあっても、性

別や世代を問わず、楽しく、安心・安全に暮らせる持続可能な社会を創っていくこと

が地方自治体には求められるようになっています。 

そのような中で、近年、まちづくりにおいて「ウェルビーイング」という概念が注目

されています。ウェルビーイングとは、住民の幸福度の向上を目指す考え方であり、

幸福度とは、経済的な豊かさだけではなく、生活の質や心の豊かさを重視する考え

方と言われます。ウェルビーイングの向上に向けたまちづくりの推進に向けては、町

民や企業、大学、行政などの多様な関係者と新たなまちの価値を共に創り上げてい

く「共創」が重要となります。 

こうした状況を踏まえて、時代の変化に柔軟に対応し、ウェルビーイング（幸福度）の

考え方を取り入れながら、これからのまちづくりにおいて目指す姿と進むべき道筋を明

らかにするための町政の中長期的な指針となる「第１０次森町総合計画」を策定します。  
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（２） 計画の構成と期間 
本計画は、「基本構想」及び「基本計画」で構成します。なお、本町が推進するまちづく

り全体の一体性と実行性を高めるため、地方創生を目的とした「人口ビジョン及びま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」とデジタルの力も用いて町の変革を進める「デジタル・ト

ランスフォーメーション推進計画」を一体の計画として策定します。 

 

【計画の構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の期間】 

  

人口ビジョン
（第３期人口ビジョン）

基本構想

基本計画 まち・ひと・しごと
創生総合戦略

（第３期総合戦略）

デジタル・トランスフォーメーション推進計画

基本構想

基本計画

人口ビジョン

総合戦略

デジタル・トランス
フォーメーション
推進計画

令和12
２０30

令和17
２０35

令和４２
２０６０

令和８
２０２６

１０年間

５年間（前期） ５年間（後期）

５年間（第３期） ５年間（第４期）

５年間 ５年間

対象期間：２０６０年まで

年度
西暦

■ 基本構想 

まちづくりの「基本理念」と目指すべきまちの

「将来像」、それを実現するための各分野のま

ちづくりの方向性を示す「基本の柱」などを定

めます。 
 
■ 人口ビジョン 

人口の現状分析を踏まえ、令和 42（2060）

年度までを対象期間とした人口の長期的展望

を示します。 

■ 基本計画 

基本構想に掲げる基本理念、まちの将来像、

基本の柱を実現するための主要な施策と施策

の方向性を体系的に示します。 
 
■ デジタル・トランスフォーメーション推進計画 

基本計画に示す施策の推進をデジタル技術が

下支えするため、基本計画の分野ごとにデジタ

ル施策の方向性を示します。 

 

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略 

人口の長期的展望に基づき、人口減少社会

の中で地域の自立的かつ持続的な活性化を

図るための地方創生を目的とした施策を基本

計画の中に示します。 

※総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法に基

づき、国の「地方創生に関する総合戦略」

を勘案して作成するものです。 
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第2章 計画策定の背景 

（１） 社会状況 
第９次森町総合計画策定以降、森町を取り巻く社会の状況は大きく変化しており、こ

れらの変化を踏まえてこれからのまちづくりを進めることが求められます。 

 

① 人口減少・人口構造の変化 

我が国の総人口は減少を続け、令和 52（2070）年には９，０００万人を下回り、高齢

化率は約４割になると推計されています※。特に地方を中心に想定を超える人口及び生

産年齢人口の減少や高齢化の進展が顕著となっており、今後、買い物や医療・福祉、交

通、教育等の生活サービス機能の低下や、消費の減少を通じて地域経済の縮小をもた

らすことが懸念されています。 

こうした中で、人口規模が縮小しても地域の活力を維持・向上させる取組を推進する

ことにより、住民が豊かに安心して暮らせるまちを実現していくことが求められます。 

 
※ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（令和５年推計）の出生中位・死亡中

位仮定に基づく推計結果に基づく。 

 

 

② 異常気象・災害の激甚化などの自然環境の変化 

我が国の年平均気温の上昇は世界平均よりも早く進行しており、大雨や短時間強雨

の発生頻度も増加し、全国各地で被害が発生しています。また、高温による農作物の生

育障害や品質低下など、気候変動の影響は様々な地域・分野に及んでいます。令和２

（2020）年、国は令和３２（2050）年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにする

「2050 年カーボンニュートラル」を宣言しました。脱炭素社会の構築に向け、グリーン

トランスフォーメーション（GX）※の実現に資する取組をさらに加速化させていくことが

必要となっています。 

さらに、近年、全国各地で地震や津波、風水害、土砂災害等の自然災害が多発してい

ます。今後は、気候変動の影響による風水害、土砂災害の激甚化・頻発化に加え、南海ト

ラフ巨大地震等の巨大地震の発生も懸念されます。住民、企業、行政等が一体となって

災害に強いまちづくりを進めることが求められます。 

 
※ 「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略（ＧＸ推進戦略）（令和５年７月２８日閣議決定）」にお

いて、ＧＸについて「産業革命以来の化石エネルギー中心の産業構造・社会構造をクリーンエ

ネルギー中心へ転換する」ものと記述されている。 

 

 

  



4 

 

 

③ ライフスタイルや価値観の多様化 

テレワークを基本とした勤務形態の普及や二地域居住・地方移住への関心の高まり

などにより、働き方・住まい方に大きな変化が見られ、今後もより一層多様化が進展し

ていくものと予想されています。 

人々の価値観についても、物の豊かさよりも、これからは心の豊かさに重きをおき

たいと思う人が増えています。 

人々の多様なライフスタイルや価値観、ニーズが尊重され、誰もが幸せに暮らせるま

ちを形成していくことが求められます。 

 

 

④ デジタル技術の飛躍的な進歩と社会生活の変容 

通信環境の高度化とスマートフォンの普及を背景に、買い物、学び、働き方、医療・

行政手続など生活の多くがオンラインとデータ活用を前提に再編されつつあります。

近年はＡＩ技術の進歩により、人とＡＩが協働することによる省力化や高付加価値化が

広がり、サービス提供の在り方にも変化が生じています。 

利用者起点でのサービス設計、データ連携の推進、遠隔での支援や移動負担の軽

減、地域資源の見える化などを進めるとともに、個人情報の適正な取扱い、セキュリ

ティ確保、情報の信頼性確保、利用環境やリテラシーの差への配慮などがますます重

視されます。また、利便性と包摂性（誰も取り残さない視点）、効率性と信頼性を両立

させたデジタル活用により、持続可能な地域社会づくりを進めることが求められます。 

 

 

⑤ 広域連携や共創のまちづくりの必要性の高まり 

人口減少と人口構造の変化が進む中、地域の担い手確保や行政サービスの維持が全

国的な課題となっています。こうした状況に対応し、持続可能な行政運営を進めていく

ためには、自治体間で連携し、効果的かつ効率的に施策を推進する広域連携の重要性

が高まっています。 

また、地域の課題が多様化、複合化する中、行政のみで課題に対応していくことは一

層難しくなっています。このため、住民や事業者、団体、大学等の多様な主体と連携し、

対話をしながら解決策の検討や取組の展開を図ることにより、新たなまちの価値を共

に創り上げていく「共創」のまちづくりが必要とされています。 

これらの取組を通じて、人口減少下においても持続可能な行政運営を進めていくこ

とが求められます。 
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（２） 森町の現状 
人口、産業、地域の概況について、本町の現状を示します。 

 

① 人口の状況 

本町の総人口は、平成７（1995）年をピークに減少しており、令和２（２０２０）年で

１７，４５７人となっています。 

年齢区分別人口割合の推移では、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）

が減少し、老年人口（６５歳以上）が増加する傾向にあります。７５歳以上人口は平成２７

（２０１5）年まで増加傾向にあり、令和２（２０２０）年に減少していますが、人口の約２

割を占めています。 

 

 

資料：国勢調査 

※令和７年国勢調査結果が公表され次第、２０２５年の数値を挿入 

※年齢区分別人口割合の算出には、分母から年齢不詳を除いている 

 

◆森町にとっての課題◆ 

本町では人口減少が本格的に進んでおり、人口減少のスピードを緩和させることや、地

域コミュニティの維持、町民の暮らしやすさの維持・向上を図る取組、少子高齢化の進

展に対応した取組を進めていくことが必要です。 

  

4,103 4,274 4,158 3,898 3,193 2,686 2,431 2,277 2,005

13,503

13,282 13,355
13,003

12,503 12,310 11,613
10,518

9,341

1,725 1,800 2,061 2,604

2,757
2,480

2,237

2,514
2,872

1,116 1,307 1,507 1,816
2,236

2,797

3,150

3,195

3,129

4
24

110

20,447 20,663 21,081

21,321 20,689

20,273
19,435

18,528

17,457

20.1% 20.7% 19.7%

18.3%

15.4%

13.2% 12.5% 12.3% 11.6%

66.0%

64.3% 63.4% 61.0%

60.4%

60.7% 59.8%

56.8%
53.8%

13.9% 15.0%
16.9%

20.7%

24.1%
26.0%

27.7%

30.9%
34.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

0～14歳 15～64歳 65～74歳

75歳以上 年齢不詳

0～14歳割合 15～64歳割合 65歳以上割合

（人）
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② 産業の状況 

本町の総生産※は、平成 26（２０14）年以降、減少傾向にあり、町内総生産の約半数

を占める製造業や、不動産業、農林水産業などにおいて減少が見られますが、令和４（２

０２２）年にいずれも増加に転じています。 
※ １年間に、地域内で新たに生み出された付加価値の総額のこと。 

 

資料：令和４年度しずおかけんの地域経済計算 

 

◆森町にとっての課題◆ 

農林業、商工業のバランスのとれた維持・発展を図り、地場産業が活性化するまちづく

りを進めていくことが必要です。 

  

1,639

1,655

1,950

1,346

1,508

53,706

54,190

46,482

38,881

41,421

1,248

1,398

1,337

1,404

1,604

3,527

3,797

3,395

4,384

4,162

2,648

3,084

3,368

3,060

3,335

2,952

2,920

4,450

3,907

4,128

1,214

1,111

1,067

1,049

922

8,913

8,910

8,677

8,603

8,658

1,711

1,471

1,609

2,365

1,946

3,633

3,616

2,952

2,957

2,863

4,609

5,180

5,578

5,576

5,671

6,306

5,516

5,973

4,997

5,057

92,592

93,503

87,133

78,773

81,989

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

2011

2014

2017

2020

2022

（百万円）

農林水産業 製造業 電気・ガス・水道・廃棄物処理業

建設業 卸売・小売業 運輸・郵便業

情報通信業 不動産業 公務

教育 保健衛生・社会事業 その他

※下線の数字は経済活動別総生産の合計

（総生産は輸入品に課される税・関税を加算し、総資本形成に係る消費税を控除した額のため、内訳の合計とは一致しない）

※しずおかけんの地域経済計算が更新され次第、２０２２年の

結果を２０２３年に更新（令和８年３月公表予定） 
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③ 地域の概況 

本町は総面積の７２％を森林が占め、町の中央には清流・太田川が流れるなど豊かな

自然環境に恵まれています。茶・米・とうもろこし・レタス・柿・メロンなど特産品も豊富

です。また、「遠州の小京都」といわれる風情ある町並みや、遠江国一宮として崇敬をう

けた古代の森と謳われる小國神社に代表される神社、史跡などの歴史・文化資源も多

く分布しています。 

 

◆森町にとっての課題◆ 

自然、歴史・文化といった森町ならではの地域資源をいかし、観光振興や賑わい創出が

図れるまちづくりを進めていくことが必要です。 
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（３） 町民の声 
第１０次森町総合計画策定にあたって、町民の皆さんや森町に関わる方々のご意見

をお聴きし、計画検討の一助とするため、各種調査を実施しました。 

 

① アンケート調査 
 町民アンケート 中学生アンケート 

調査対象 森町在住の１５歳以上（高校１年生以上）

の町民を対象に２，０００人を無作為抽

出 

森中学校、旭が丘中学校の１年生～３年

生の全生徒 ４０７人（R7.5.1時点） 

調査方法 郵送配布、郵送またはＷＥＢ回収 ＷＥＢ回答 

調査期間 令和７年８月２６日（火）～９月１２日（金） 令和７年７月２日（水）～７月１７日（木） 

回収状況 有効回収数 819件 回収率 41.0％ 

うち郵送回収６６６件、WEB回収１５３件 

有効回収数３８４件 

有効回収率９４．３％ 

 

 

■ 森町の住みよさ 

町民アンケート結果・中学生アンケート結果ともに８割以上が「住みよい（住みよい＋

まあ住みよい）」と回答しています。 

 

 

 

■ まちへの愛着 

町民アンケート結果の約８割が森町に「愛着がある（ある＋少しある）」と回答してい

ます。 

 

  

38.0%

26.4%

48.4%

54.0%

9.4%

10.3%

2.3%

4.1%

1.9%

4.4%
0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(N=384)

町民(N=819)

住みよい まあ住みよい やや住みにくい 住みにくい どちらともいえない 無回答

51.2% 29.9% 10.0%

3.3%

5.3%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町民(N=819)

ある 少しある あまりない ない どちらともいえない 無回答
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■ 現在の幸福度 

町民アンケート結果の平均幸福度は７．０３点と全国平均（６．４４点）や静岡県平均

（６．２６点）よりも高くなっています。 

 
 

※全国平均、静岡県平均は令和７年度調査 
※幸福度は、デジタル庁の「地域幸福度（ウェルビーイング）指標アンケート」（ＷＥＢ調査）でも把握しています。

12ページを参照ください。 

 
 

■ 定住意向 

町民アンケート結果では３０代以上の約８割、中学生の約７割が森町に「住み続けた

い」と回答しています。 

一方、中学生を含めた２０代以下の約３割が「町外に移りたい」と回答しています。 

 

12.1%

9.6%

22.8%

20.6%

9.2%

15.0%

3.4%

3.3%

1.1%

0.7%

0.4%

0 0.05 0.1 0.15 0.2 0.25

10点

9点

8点

7点

6点

5点

4点

3点

2点

1点

0点

とても幸せ

とても不幸

N=805

平均値 ７．０3

森町平均 7.03 

全国平均 6.44 

県平均 6.26 

回答割合% 
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32.6%

36.2%

76.9%

76.9%

87.6%

36.7%

21.3%

2.8%

0.4%

30.7%

34.0%

17.5%

17.8%

6.9%

8.5%

2.8%

4.9%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(N=384)

15歳～19歳、20代

(N=47)

30～40代(N=143)

50～60代(N=281)

70代以上(N=346)

住み続けたい 一度町外に出た後戻って住み続けたい 町外に移りたい 無回答
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■ これからの森町がめざすべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【町民アンケート 主な意見】 

～目指すべきと思うまちのイメージや、森町にふさわしいと思う町のキャッチフレーズ～ 

◆誰にとっても住みやすい、やさしいまち 

〇住民一人ひとりを大切にし、外から来る人にも温かいアットホームなまち 

〇小さくても誇れる“ちょうどいい田舎”で、ずっと住み続けたい・帰って来たいと感じ

られるまち 

◆自然を守りいかすまち 

〇山・川・森林・清流・星空など豊かな自然景観の保全・再生 

〇自然体験・エコツーリズム・再生可能エネルギーなど、自然と共生したまち 

◆子育て世代、高齢者に手厚いまち 

〇保育・教育・医療体制の充実、送迎・買い物等の移動支援 

〇子どもから高齢者まで安心して暮らせる仕組み（世代間交流も含む） 

◆経済・産業・商業が元気なまち 

◆人口減少に対応したコンパクトシティ／持続可能なまち 

◆交流・観光・イベントで活気を生むまち 

◆安全・安心、健康なまち 

◆歴史・文化・伝統を大切にするまち   など 

【中学生アンケート 主な意見】～10年後の森町が「こんなまちになっていたらいいな」～ 

◆誰もが安心・安全で住みやすいまち 

〇子どもから高齢者、障がいのある人や外国人まで暮らしやすい 

〇犯罪や事故・災害が少なく、治安が良い／登下校や夜道も安心 

〇公共施設・交通網が整い、快適に生活できる 

◆自然を守りながら暮らせるまち 

〇森・川・田畑など豊かな自然環境を今のまま、あるいはもっと増やしたい   

〇ポイ捨てゼロ、環境保全を重視／自然と共存した都市機能   

〇美味しい水・お茶・農産物など“自然の恵み”を大切にしたい 

◆お店や公共サービスが充実した“便利”なまち 

〇商業施設や公共交通が増えて買い物等がしやすいまち 

〇働く場所や産業も発展し、遠くまで行かなくても何でもそろうまち 

◆行事・イベント・伝統文化が盛んなまち 

〇祭り・花火大会・森の祭りなど伝統行事を残し、さらに活性化 

〇世代を超えて参加できる地域イベントやスポーツ大会を増やす 

〇観光客に PRし、町外・県外から人が訪れる魅力をつくる 

◆活気と賑わいがあるまち 

◆人と人がやさしくつながるコミュニティ 

◆スポーツ・健康を推進するまち 

◆自慢・魅力を発信できるまち   など 
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② 森町を語る会 

町内６地区の住民の皆さんを対象として、「みんなで考えよう 未来の森町」をテーマ

とした意見交換を令和７年１１月に地区ごとに開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ まちづくり検討会 

町内でまちづくりに携わる個人・団体等を対象として、「１０年後のまちの目指す姿」

や「その実現に必要な取組」などについてワークショップ形式で議論をする「まちづくり

検討会」を開催しました。令和７年度に３回（実施済）、令和８年度に２回の実施を予定し

ています。 

 

 

  

【まちづくり検討会（第１回・第２回）の主な意見】 

◆町民にとって幸せな暮らしとは？（世代別） 

【こども】 学校が楽しい、祭りが楽しい、家族の笑顔、遊び場が充実、 

地域とのつながりがある など 

【若者】 就職先がある、治安が良く安心 など 

【⼦育て・働き盛り世代】 

自由に働ける（子育て支援の充実）、買い物がしやすい、森町病院が近い など 

【高齢者】 コミュニティ（人とのつながり）、森町病院が近い など 

 

◆森町ならではの幸せな暮らしとは？ 

○豊かな自然、景色、祭り、歴史文化 

○森町が好きという想い 

○森町病院が近くにあり健康に暮らせる 

○つながりを感じられる、地域との交流がある 

☆買い物、飲食、職、遊び場、バスが増える 

☆自然災害に強い  等 

 

 

○：森町にあるもので、今後もあり続けてほしいと思うこと 

☆：今後こうなったらいいなと思うこと 

【主な意見】 

◆みんなで考えよう未来の森町 

〇森町のイメージは観光施設（小國神社・大洞院・アクティ森）と農産物（お茶・トウモロコ

シ・柿）であり、これらは将来も町の重要な柱になると思う。 

〇祭りは町民の楽しみであり重要な伝統文化。人口減少で維持が困難になっているが、

祭り好きな人を呼び込み、定住・移住につなげるなど、積極的な取組が進むとよい。 

〇塩の道の活用も含め、自転車のまちとして 10年で発展させたい。 

〇農業離れで耕作放棄地が増加している。家庭菜園や二拠点居住者向けに貸し出す仕組

みなどができるとよい。 

〇人口減少はまちの大きな課題であり、若者流出の対策として、企業誘致や雇用創出を

進めることで定住促進を図ってはどうか。 

〇町内会や自主防災会で防災訓練を行っているが、消防団員減少や訓練のマンネリ化、

避難所運営の課題など、地域の防災力に不安を感じている。 

〇「森町らしさをいかしたまちづくり」を進める上で、最も重要なのは地域力の強化だと

思う。     など 
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④ ウェルビーイングアンケート結果 

町民の皆さんの幸福度や生活満足度などを把握するため、デジタル庁の「地域幸福

度（ウェルビーイング）指標アンケート」を活用してアンケートを実施しました。 

 

 森町地域幸福度（ウェルビーイング）指標アンケート 

調査対象 町民一般 

調査方法 Web調査（町民アンケート実施時や森町を語る会参加者、町広報、町ＨＰ、町公式

ＬＩＮＥ等で協力を広く呼びかけ） 

調査期間 令和７年８月２７日（水）～１２月５日（金） 

回収状況 有効回収数３６５件 

 

 

■ 幸福度（左）と生活満足度（右） 

幸福度について見ると、森町の幸福度平均は６．７６点と全国平均や静岡県平均より

も高くなっています。 

生活満足度について見ると、森町の生活満足度は５．８８点と全国平均や静岡県平均

よりも低くなっています。年代別では３０代、４０代で生活満足度に対する評価が低くな

っています。また、本町の生活環境等に対する実感を尋ねた設問では、「遊び・娯楽」、

「移動・交通」、「雇用・所得」等の評価点が特に低く、これらへの対応により、生活満足度

の向上を図っていくことが大きな課題となっています。 

 

 

 

    

 

  

資料：2025年度版(令和 7年度版) Well-Being 個別調査 

※幸福度は、町民アンケート調査（郵送配布、郵送またはＷＥＢ回収）でも把握しています。９ページを参照ください。 

  

8.8%

12.6%

23.4%

17.6%

10.4%

11.5%

4.7%

6.6%

2.2%

1.6%

0.5%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

10点

9点

8点

7点

6点

5点

4点

3点

2点

1点

0点

とても幸せ

とても不幸

6.3%

6.3%

14.6%

19.6%

9.9%

17.6%

6.1%

10.7%

3.3%

3.0%

2.5%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

10点

9点

8点

7点

6点

5点

4点

3点

2点

1点

0点

とても満足

とても不満足

幸福度 
森町平均：6.76 

生活満足度 
森町平均：5.88 

 

全国平均：6.44 

静岡県平均：6.26 

※令和７年度調査 

全国平均：6.68 

静岡県平均：6.51 

※令和７年度調査 

回答割合% 回答割合% 

(n=364) (n=363) 
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⑤ ＡＩを活用したオンラインワークショップ 

 

 職員対象  

森町職員を対象として、オンライン上で意見を交わし、ＡＩが活発な意見交換がなさ

れるように支援する、「オンラインワークショップ」を実施しました。 

 

 AIを活用したオンラインワークショップ 

調査対象 森町職員 

調査方法 オンラインプラットフォーム「D-Agree」を活用して、ユーザー登録し意見を投稿 

調査期間 令和 7年 9月 22日（月）～10月 15日（水） 

テーマ 今後 10年間、森町のまちづくりにおいて必要なこと 

意見数等 総投稿数 102件（うち AIファシリテーションを除く：７７件） 

新規登録者数：6７名、閲覧者 60名、投稿者数：26名 

  

【主な意見】 

◆今後 10年間、森町のまちづくりにおいて必要なこと 

【産業振興】 

〇企業誘致や工業団地の面的整備を進め、働く場を増やし、安定した財源を確保する。 
 
【移住・定住】 

〇若年層が住み続けやすい新築・築浅の賃貸や分譲地を充実させ、空き家の解消と併せ

て住環境を整える。 
 
【教育・文化】 

〇学校再編を通学手段の改善とセットで進め、安心できる学びの環境を確保する。 

〇幼稚園のこども園化など、子育て支援と時代に合った教育体制を構築する。 

〇自然環境・歴史文化を次世代へ継承するため、活動の記録化や世代横断の仕組みを整

える。 
 
【交流拠点・情報発信】 

〇目的や地域特性に応じて、公園や遊び場のコンセプトを明確にし、日常と休日の両方で

選ばれる場をつくる。天候に左右されず安全に遊べる室内型の遊び場の整備。 

〇映える要素や情報発信を工夫し、町外から人が訪れるきっかけを増やす。 
 
【地域防災】 

〇公共施設の老朽化に向き合い、更新・統合・廃止を含めた最適化と着実な合意形成。 

〇避難所としての機能を高めるため、エアコンや通信環境など災害対応力を強化する。 
 
【医療】 

〇公立森町病院を含む地域医療の持続可能な体制を検討し、将来も安心して暮らせる医

療環境を確保する。 
 
【公共交通】 

〇高齢者や車を運転しない人も移動しやすい、小回りの利く公共交通を整備する。 
 
【行政運営】 

〇業務量の可視化や業務仕分けを行い、効率化と組織改革をすすめ、職員が余裕を持っ

て住民サービスに向き合える環境をつくる。   など 
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 町民等対象  

森町に住んでいる方、通勤・通学している方、森町に関わりのある方を対象として、

「未来の森町に必要なこと」をテーマに「オンラインワークショップ」を実施しました。 

 

 AIを活用したオンラインワークショップ 

調査対象 森町に住んでいる方、通勤・通学している方、森町に関わりのある方 

調査方法 オンラインプラットフォーム「D-Agree」を活用して、対象者にユーザー登録して

いただき、意見を投稿いただいた 

（森町を語る会参加者、町広報、町ＨＰ、公式ＬＩＮＥ等で協力を広く呼びかけ） 

調査期間 令和７年１１月２０日（木）～令和８年１月３１日（土） 

テーマ 未来の森町に必要なこと 

意見数等 総投稿数 61件（うち AIファシリテーションを除く：４５件） 

新規登録者数：３８名、閲覧者：４４名、投稿者数：１８名 

  

【主な意見】 

◆未来の森町に必要なこと 

【産業振興】 

〇新東名 ICという強みをいかした戦略的な企業誘致の推進。 

〇行政と民間が連携し、民間活力を取り込んだ誘致の仕組みを整備する。 

〇「さわやか」など目的来訪を促す企業（店舗）誘致。 

〇とうもろこし等の農業の強みを、機械化やデータ活用で次世代につなげる。 

 

【移住・定住】 

〇子育て世代が暮らしやすい住環境・仕事・支援制度・遊び場を総合的に整える。 

〇家族が安心して長時間過ごせる大規模公園や屋内遊び場の整備。 

〇公園や遊び場の充実により町外への流出を防ぎ、地域内での消費を増やす工夫。 

〇町内会・消防団・祭典などの役割負担を透明化・軽減した若い世代が定住しやすい環境

づくり。 

 

【教育】 

〇教育環境の改善や図書館の夜間利用、学校統廃合の早期検討など、学びの基盤整備。 

 

【観光振興】 

〇自然・歴史資源をいかした滞在時間を延ばす体験型観光の充実。 

 

【情報発信】 

〇SNSやデジタル発信力を高め、若年層に届くプロモーションの強化。 

 

【地域防災】 

〇防災体制の強化として、避難所単位の役員（女性比率向上）、要援護者情報の適切な共

有、OB人材台帳、訓練の定例化、災害対策本部の拠点再検討（アリーナ等、交替制・仮

眠スペースの確保）。 

〇外国人受け入れには、ルール尊重・安全確保を前提とした明確な方針整備。   など 
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（４） 森町の強みと課題 
社会状況や町の現状、町民の声、そして、これまでの町のなりたちや取組等を踏ま

え、本町の強みとこれからのまちづくりの課題を整理します。 

 

■ 森町の強み（森町の特性、地域資源） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 森町のまちづくりの課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●町民の「生活満足度」の維持・向上が図れるまちづくり（地域コミュニティの維持、公

共交通や生活利便性の向上、余暇を楽しめる場の充実、雇用の充実 等） 

●安全・安心に暮らせるまちづくり（自然災害に強い地域づくり 等） 

●若者・女性、子育て世代に選ばれるまちづくり（自然環境等の良さの発信、教育の充

実、雇用の充実、Ｕ・Ｉターン、移住・定住促進 等） 

●活気があり、産業の振興が図れるまちづくり（多彩で高品質な特産品の活用、交通ア

クセスの良さをいかした産業拠点の形成 等） 

●豊かな地域資源をいかした観光振興やにぎわい創出が図れるまちづくり（「遠州の

小京都」のまちづくりの推進、自転車を活用したまちづくりの一層の推進 等） 

 

 

 

●豊かな自然環境や歴史・伝統文化 

・ 町域の７割を占める森林、清流・太田川など、緑と水に

恵まれた自然環境、四季折々の美しさ 

・ 「遠州の小京都」と称される町並み、神社仏閣、伝統あ

る舞楽や祭り 

●多彩で高品質な特産品 

・ 農業が盛んで、茶・米・とうもろこし・レタス・柿・メロン

等の農産物が豊か 

・ 町産農産物等を使った和菓子や加工品も豊富 

●交通アクセスの良さ 

・ 町内に２つのＩＣを持ち、東名高速道路の袋井ＩＣとも

近接する物流ポテンシャルの高さ 

・ 交通網の充実から、輸送用機器産業等の製造業も盛ん 

・ 町内に５つの駅を有し、新幹線駅へのアクセスの良さ 

●良好な地域の人間関係 

・ 町に愛着をもっている町民が多く、その多くが「人間

関係の良さ」や「人や地域とのつながり」を感じている 

●心和らぐ環境、新たな取組の推進 

・ 豊かな自然環境や歴史・伝統文化に育まれた環境は、

住む人、訪れる人に「心の癒し」をもたらしている 

・ 町の地域資源をいかし、「eＢｉｋｅのふるさと森町」、自

転車を活用した取組を推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

写真 

写真 

写真 
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基本構想 

第1章 計画において大切にすること 

（１） 総合計画における視点 

① ウェルビーイング（幸福度）の考え方を取り入れたまちづくり 

人口減少が進む中にあっても、性別や世代を問わず、町民一人ひとりが豊かさ、安

心・安全、自分らしさ等を実感できる幸福度の高いまちづくりを進めます。 

その実行性を高めるために、地域の課題やニーズを十分に把握し、町民の視点に立

って、暮らしやすさを向上させる取組を着実に推進します。また、取組を推進する上で

は、町民や多様な主体と共に取り組む「共創」のまちづくりを基本とします。 

 

【ウェルビーイングとは】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 社会情勢の急速な変化に対応した持続可能なまちづくり 

町を取り巻く環境は急速に変化しており、今後も大きな変化の中で、町が抱える課題

がより複雑化・多様化することが予想されます。 

このような変化に対応するため、町民の声やデータに基づき、現状と変化の兆しを的

確に捉え、限られた資源の価値を高め、長期的な視点で戦略的に配分することで、将来

にわたって町民が心豊かに暮らせる持続可能なまちづくりを推進します。 

 

③ 森町らしさをいかしたまちづくり 

まちの魅力を再認識し、その価値を高めていくことがこれまで以上に重要となってい

ます。森町が将来にわたって選ばれ続けるまちであるためには、森町ならではの特色を

いかしていくことが必要です。 

このため、森町の特性・地域資源をいかし、まちの魅力を一層高めて広げる取組や、

町民や森町に関わる人がまちに愛着や誇りを持てる取組、町民や民間事業者等との連

携によるまちの活性化に向けた取組を通じて、森町らしさをいかしたまちづくりを進め

ることを基本とします。  

ウェルビーイングは「良好な状態」

を意味し、身体的、精神的、社会的に

満たされた状態が続いていくことを

指します。 

経済的な豊かさだけでなく、生活の

質や心の豊かさを重視する考え方

です。 

身体的 精神的 社会的

ウェルビーイング=良好な状態
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（２） 未来につなぐｄＸ 

① 森町におけるデジタル・トランスフォーメーションの捉え方 

森町では、デジタル・トランスフォーメーションを次のように捉えています。 

 

 
 

 

 

 

社会情勢が急速に変化する中にあっても、森町が大切にしてきた自然環境や歴史・文化、

産業、地域のつながりといった地域資源を守り、次世代に継承していくためには、変革が

必要です。dⅩは、これまで培ってきたものをないがしろにするのではなく、むしろそれら

を守り育てるための取組です。デジタル技術も、人も、仕組みも一緒に進化していくこと

で、将来にわたって持続可能なまちづくりを進めていきます。 

この取組の根底には、「住民本位」、つまり「人中心」の考え方があります。デジタル技術

のヒト・モノ・コトをつなぐ力も活用しながら、広域的な視点で多様な主体と共創を進め、

新たな未来を創っていきます。 

 

  

デジタル・トランスフォーメーションの略称は一般的に「ＤＸ」と表されるが、 
「D」（デジタル技術）ありきではなく、「X」（変革）を重視していることから、
「ｄ」を小文字、「X」を大文字で表現 
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② 森町におけるｄＸの進め方 

第１０次森町総合計画に掲げる将来像の実現を下支えするのがｄＸであるという考

え方の下、各領域で変革を進めます。 

また、まず町職員がdXを推進する上での価値観として、以下に示す「ｄＸ推進の指

針」を全庁的に共有し、実践していきます。そして、取組を進める中で、関係団体や近

隣自治体、町民や町内の事業者へと次第に広がり、地域全体で共有される基本的な

指針となることを目指します。 

 

【森町におけるｄＸ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【dＸ推進の指針】 

 

 

 

  

行政運営のｄX 行政サービスのｄX 地域社会のｄX 

“あたりまえ”を見直して、 

ずっと頼れる行政を作ろう 

みんなの”ちょうどいい“を 

実現しよう 

新たな組み合わせで 

人口減少の中でも、 

限られた職員数や予算を 

最大限に活用し、行政が時代に

合わせた役割を発揮する。 

迅速さときめ細やかさを 

両立する、より身近な 

行政サービスで、一人ひとりに

寄り添う。 

周辺自治体、民間企業、 

地域住民との共創による 

新たな発想で、地域資源も 

活用しながら、 

地域の課題を解決する。 

小さく始めて、大きく育てよう

新しいことに取り組み、試行錯誤しながら
磨き上げていく文化を大切にする。

見える・話せる・動き出せる行政に

情報の見える化と対話を通じて、住民と共に動く行政へ。

安心して使える守られた仕組みを届けよう

利用者が安心できる安全なセキュリティを確保する。

挑戦

安全安心

オープン

利用者目線で価値を創造しよう

職員も含めた利用者それぞれの立場になって、
サービスや体験を提供する。

利用者目線

デジタルを使いこなす知恵と経験を
身に着けよう

地域全体でデジタルを手段として扱うためのスキルを
向上する。

成長

データの力で、価値を生み出そう

主観だけでなく、根拠ある判断を。
未来志向の意思決定へ。

データ活用

新たな発想で価値を最大化しよう

既存の前提にとらわれず、柔軟に捉えて最適解を探す。

発想



20 

第2章 まちの将来像 

（１） 基本理念 
第１０次森町総合計画が目指すまちづくりの基本的な考え方として、次の基本理念を

定めます。 

 

Ⅰ 「人とのつながり」：森町に住む人、訪れる人、事業者、行政など、森町に関わる多様

な主体が、「人とのつながり」によって、幸福度の高い持続可能なまちづくりを推進します。 
 

Ⅱ 「地域とのつながり」：地域の多彩な資源や個性をいかして、「地域とのつながり」を

大切にします。まちの魅力をより一層高め、森町らしさをいかした持続可能なまちづく

りを推進します。 
 

Ⅲ 「時とのつながり」：豊かな自然環境や景観、歴史、伝統文化など、これまで培って

きた「時とのつながり」を大切にし、新たな価値を加えることで、将来に向けて持続可能

なまちづくりを推進します。 

 

（２） 将来像 
３つの基本理念を踏まえ、森町が目指す将来像を次のとおり定めます。 

 

つながりと愛着を持ち 共に創る森町 
この将来像に向かって、人口減少・少子高齢化社会の中においても、豊かな自然環境や

歴史・伝統文化、多彩で高品質な特産品などの森町の良さをいかし、新たな価値を加えて、

活気やにぎわいあふれる、幸福（しあわせ）を実感できる持続可能なまちづくりに取り組み

ます。 

住む人や訪れる人、森町に関わる人が、森町に愛着を持ち、「人・地域・時」のつながりの

中で、共に知恵を出し合い、共に手を取り合い、共に新たな未来を創っていきます。 

 

（３） 基本の柱 
基本理念・将来像を実現するための各分野のまちづくりの方向性を示す「基本の柱」

を次のとおり定めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃんから高齢者までだれにもやさしいまち （健康・福祉・医療） 基本の柱１ 

豊かなこころで未来を拓く人を育むまち （教育・文化） 基本の柱２ 

地域の宝をいかすまち （観光・交流・発信） 基本の柱３ 

地域産業が元気なまち （産業振興） 基本の柱４ 

安心して快適な暮らしができるまち （安心・安全） 基本の柱５ 

豊かな自然環境と共生するまち （自然・環境） 基本の柱６ 


